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ダム施設等でライトアップを行います
～寒河江ダムでは新バージョンのダムカードを配布開始～

　最上川ダム統合管理事務所が管理している、白川ダム・寒河江ダム・長井ダムでは
『森と湖に親しむ旬間』に併せ、地域の方々に安らぎと憩いの場を提供することを目
的に、７月23日と24日の両日、各ダムでダム施設等のライトアップを実施します。
　また寒河江ダムでは、７月21日より、ダムの利活用を示すマーク（通称「Ｓマー
ク」）を新たに追加した、新バージョンのダムカードの配布を開始します。

　国土交通省及び農林水産省では、1982年度（昭和62年度）から、国民の皆さんに森
林や湖に親しむことにより、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等の持ってい
る自然豊かな空間や社会生活に果たしている役割について理解を深めていただくこと
を目的として、毎年７月21日から７月31日までを『森と湖に親しむ旬間』として定め
ています。
　最上川ダム統合管理事務所が管理する３つのダムでは、下記の内容でダムの施設等
でライトアップすることなりましたので、お知らせします。
　また寒河江ダムでは、新しいバージョンのダムカードの配布を開始することになり
ましたので、併せてお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．３ダムのライトアップについて
　○ 日　時　：　７月23日（土）・24日（日）　日没後から21時まで
　○ ライトアップする施設
　　　・白川ダム　 ：　ゲート設備等
　　　・寒河江ダム ：　ダム堤体及びゲート設備等
　　　　西川町の協力により、月山湖大噴水のライトアップも実施
　　　　　（１９：３０、２０：００、２０：３０の３回予定）
　　　・長井ダム　：　堤体天端（手すり照明）及び展示室
　★注意事項
　　　雨天、悪天候の場合は中止となります。

　　　国道や県道等、路上に駐停車しての見物は、大変危険なのでおやめください。

２．寒河江ダム新バージョンのダムカード配布
　○配布期日　：　７月21日（木）から
　○配布時間　：　９：００～１７：００　土、日、祝日含む
　○配布場所　：　最上川ダム統合管理事務所（寒河江ダム）
　○新バージョンの特徴は、別紙に示すとおり
　★注意事項
　　　カード配布に際しては、感染予防対策にご協力をお願いします。
　　　ダムカードはお越しいただいた方のみお渡しします（お一人様１枚）。
　　　郵送等での送付は行っていませんのでご了承ください。
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１．令和３年度　ライトアップ実施状況

２．寒河江ダム新バージョンのダムカード配布
　東北地方整備局では、ダムに関する広報ツールである「統一デザインのダム
カード」について、「新たなマーク」を追加することにより、ダム湖及び周辺
地域を活発に利用しているダムの更なる利用を図り、水源地域活性化の一助と
することを目的として、令和４年７月21日より「通称Ｓマーク」を追加したダ
ムカードの配布を始めます。
　今回は、水上スポーツで本格的に利用しているダムを対象にしています。
　寒河江ダムは、ダム湖の月山湖に延長1,000ｍのカヌーコースを備え、全国規
模の大会が開催されています。また東京2020オリンピックでは、日本、モルド
バ共和国、チリ共和国のナショナルチームが、カヌー競技の事前合宿を実施す
るなど、カヌー競技が盛んに行われており、競技の利用実績が次の条件に該当
することから、「通称Ｓマーク」を追加することになりました。
　「通称Ｓマーク」追加ダムの条件
　(1).ダム貯水池又はダム下流河川の補給区域で競技が行われていること
　(2).全国大会以上の規模の大会が開催されている又は国際大会の代表選手の
　　合宿が行われていること
　寒河江ダムをはじめとして、東北管内の次のダムも配布を開始します。
　・津軽ダム（青森県）
　・御所ダム（岩手県）
　・田瀬ダム（岩手県）
　・胆沢ダム（岩手県）

白川ダムゲート設備等
ライトアップ

長井ダム堤体天端等
ライトアップ 長井ダム天端ライトアップ

月山湖大噴水ライトアップ
寒河江ダム堤体ライトアップ

追加マーク

（Ｓマーク）



ダムカードを活用した新たな情報発信の取り組み～新たなマークの追加による水上利用推進～

ダムに関する広報ツールである「ダムカード」に、「新たなマーク」を追加することにより、ダム湖及び
周辺地域を活発に利用しているダムの更なる利用を図り、水源地活性化の一助とすることを目的に
実施。今回は、水上スポーツで本格的に利用しているダムの「ダムカード」に「通称Sマーク」を追加。

新たなマーク
（※通称Sマーク）

7月21日より東北管内の５ダム（津軽ダム･御所ダム･田瀬ダム･胆沢ダム･寒河江ダム）にて配布開始

〇NHK杯カヌースラローム競技大会·兼
2020カヌージャパンカップ（胆沢ダム下流）

〇2019カヌージャパンカップ
（津軽ダム下流）エス

カヌー競技

ボート競技

〇東京2020オリンピック代表事前合宿
（寒河江ダム湖面）

東北地方整備局

凡例
：Ｓマーク
使用カード
配布ダム
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